
 

横浜市立善部小学校 学校協働運営協議会について 

 

１ 学校協働運営協議会のねらい 

 

【地域・保護者・学生・教職員との力を一つに、子どもたちの幸せのために】 

本校は、特に地域の方の学校教育に対する意識が高い。平成１６年１１月には「黄色い

ベスト（児童の見守り安全ボランティア）」の活動を立ち上げ、現在約１２０名の地域の

方が登録し、毎日の子どもたちの登下校を見守っている。朝晩には、黄色いベストの方々

と子どもたちが自然に「おはよう」「いってきます」「ただいま」「おかえり」という挨拶

を交わしている。他にも、地域の方との交流は多く、コロナ禍以前は地域の方々を運動会

や給食に招いて交流を深めたり、地域の方から昔遊びや戦争体験談などを教えてもらった

り、様々な教育活動に協力していただいていた。また、本校の学区は地域行事も多く、連

合大運動会、音楽の集いや様々なスポーツ大会、バザーや大縄跳び大会、ペットボトルロ

ケット大会などの社会福祉協議会の行事など、子どもたちは地域行事に参加するなかで、

たくさんの地域の方とふれあっていた。 

こうした、教育活動に熱心である地域の土壌を活かし、子どもたちの幸せのために地

域・保護者・学生と協働で、本校の教育活動のより一層の充実を図っていきたいと考え、

学校協働運営協議会の設置に至った。保護者・学生ボランティアによる学習・生活支援、

防災訓練など地域・保護者・学生との協働での企画・運営、PDCAサイクルによるよりよい

学校づくりのための学校評価など、学校協働運営協議会を通して、これまで以上に地域の

教育力を教育活動に活かすとともに、保護者・学生を学校の教育活動の中にしっかりと位

置付けながら、子どもたちの幸せのために、地域・保護者・学生・教職員が一体となって

取り組むことができるような学校づくりをめざしていきたいと考える。 

 

 令和５年５月１６日（火）に学校図書館にて第一回学校協働運営協議会を開催しました。委

員の委嘱、校長より今年度の学校経営方針の説明等をしました。また、今年度の活動を次の

資料のように行うことを確認しました。 



 

２ これまでの経緯（主なもの） 

  平成２３年１２月  教育委員会担当指導主事に相談 

  平成２４年 １月  協働運営協議会立ち上げに向けての趣旨説明 

  平成２４年 ３月  協働運営協議会学校説明会（地域・保護者・教職員など） 

  平成２４年 ５月  設置準備委員会（組織構成、申請書の内容などの検討） 

            （連合自治会長、ＰＴＡ会長、校長、副校長、教務主任） 

  平成２４年 ５月  教育委員会に申請書を提出 

  平成２４年 ７月  平成２４年度第１回学校協働運営協議会（年４回開催） 

  平成２５年 ５月  平成２５年度第１回学校協働運営協議会（年５回開催） 

  平成２５年 ７月  夏休み学習教室（令和元年まで開催） 

  平成２５年 ９月  地域合同防災訓練 

  平成２６年 ４月  平成２６年度第１回学校協働運営協議会（年５回開催） 

  平成２７年 ５月  平成２７年度第１回学校協働運営協議会（年５回開催） 

平成２８年 ５月  平成２８年度第１回学校協働運営協議会（年５回開催） 

平成２９年 ５月  平成２９年度第１回学校協働運営協議会（年５回開催） 

平成３０年 ５月  平成３０年度第１回学校協働運営協議会（年５回開催） 

令和元年  ５月  令和元年度第１回学校協働運営協議会（年５回開催） 

  令和２年  ８月  令和２年度第１回学校協働運営協議会 

（年３回開催の内１回書面開催） 

  令和３年  ６月  令和３年度第１回学校協働運営協議会 

（年３回開催の内１回書面開催） 

  令和４年  ５月  令和４年度第１回学校協働運営協議会（年４回開催） 

 

 



 

３ 学校協働運営協議会運営組織（別表参照） 

○ 学校協働運営協議会＜１２名＋5名(事務局)＞ 

地域住民８名 

保護者１名：ＰＴＡ会長 

学識経験者２名：横浜隼人中・高等学校校長、南希望が丘中学校長 

学校関係者１名：校長 

事務局５名：副校長、教務主任、児童支援専任、PTA副会長、PTA会計 

 

○ ４部会制度 

学校協働運営協議会組織の４委員会（生きる力向上、ふれあい・交流、安全・

児童支援・学校評価）に、委員が分かれるとともに、学校組織の研究・研修部

（学力向上部、豊かな心部、体力向上部、情報教育部）と指導部（児童指導部、

特別支援部、異学年交流部、防災安全部）の8部会のメンバーを４委員会に振り分

け、主幹教諭・児童支援専任をリーダーとして、全職員が参加する。 

それぞれの専門部会は、学校担当者とも連携・協力して各部会の活動計画を立

案し、協働運営協議会で協議・調整のうえ、実践に移し、学校運営を補佐してい

くことを目的とする。 

 

４ 今年度の予定 

 日時・場所 内容 善部小教職員 

第１回 令和5年5月16日（火）

15：30～16：30 

令和5年度の取組について 

委員委嘱・紹介 

学校経営方針・年間行事 

代表職員 

第２回 令和5年8月29日（火）

15：30～16：30 

4委員会からの報告、意見交換 

行事や取組についての意見交換 
全教職員 

第３回 令和5年10月21日（土）

8:25～11：45 

ZSF（運動会）参観 
 

第４回 令和6年2月20日（火）

15:30～16：30 

学校評価に関する意見交換 

令和6年度に向けて 
全教職員 

  ※11月10日（金）全校遠足は、委員は自由参加 

※予定は変更することがあります。ご了承ください。 
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